













































































         
  









   危険性の特定とは、ケガに至るまでの流れを想定しながらケガを負う部位・状態を表現する
ことである。また、否定的な表現ではなく、肯定的な表現を用いて特定することである。今回
気付いた危険性は、金属加工 21 件、組立・組付け 9 件、材料試験 7 件であった。 
3.2 リスクの見積もり 




を行った。3 つの要素の内容とリスクレベルの評価を表 2 に示す。以上の内容を踏まえ、見積











スクの見積もりを行った。結果、リスクレベルⅠ-8 件、Ⅱ-29 件、Ⅲ-0 件、Ⅳ-0 件と見積もら
危険性に近づく頻度  ケガの発生する可能性 
頻 度 点数 頻度の目安  
可能性 点数 
内容の目安 
頻 繁 ４ 10 回に 1 回程度  危険察知の可能性 危険回避の可能性 





は、回避できない ほとんどない １ 100 回に 1 回程度  






低い ケガのひどさ  





十分に危険が回避できる 致命傷 １０ 死亡、重い後遺症  
重 傷 ６ 休業 4日以上、軽い後遺症  
ほとんどない １ 容易に危険が察知できる 
危険に気がつけば、ケガ
をせずに危険が回避でき
る 軽 傷 ３ 休業 4 日以内、不休業  
微 傷 １ 赤チン災害      









１２ ～ ２１ Ⅳ 重大な問題がある すぐに中止し、改善またはリスク低減措置を行う  
９ ～ １１ Ⅲ 問題がある すぐにリスク低減措置を講ずる  
６ ～ ８ Ⅱ 多少問題がある 何らかのリスク低減措置を講ずる  
５以下 Ⅰ 問題はほとんどない 必要に応じてリスク低減措置を講ずる  
作 業 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
金属加工 ４ １０ ６ １ 
組立・組付け ０ ５ ４ ０ 
材料試験 １ ５ ０ １ 
















   


















   





















   


























       （http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei14/index.html） 
対策前 対策後 
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